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「しんかい6500」

500回潜航達成
1 9 9 9 年（平成11年）8 月1 9 日 「しんかい650 0 」はハワイ諸島周辺海域調査行動において、
通算50 0回潜航を達成しました。

＜潜航記録＞

船 長 飯嶋 一樹

船長補佐 樋口 陽彦

観察者 M ichael　G racia ：ハワイ大学

潜航地点

カフクステップ （2 1°5 1’N 157°4 5’W ）

0 9時5 7分 潜航開始

1 1時2 1分 着底　3，0 3 6m

16時 1 1分 離底　2，6 0 0m

時14 分 浮上

500回潜航を記念して

平成元年（1989）に建造された「しんかい6500」は、

わが国が世界に誇る潜水調査船として各海域で潜航を

重ね、この度めでたく500回目の潜航を無事果たしま

した。この間「しんかい6500」は深海で発生している

様々な変動現象や、そこに生息する生物達の数多くの

新発見を通じて深海研究の牽引車の役割を果たしてま

いりました。新たに発見された内容は地震、津波、火

山活動、地滑り等による生々しい地殻変動の跡やガス

ハイドレートの実験、熱水噴出孔生物群集、鯨骨に群

がる新しい生物群集、中・深海生物の不思議な生態な

どでした。また極限環境下に生きる微生物の好高圧菌

などの採集により、わが国のこの分野の研究を推進す

る上で大きな役割を果たして参りました。

「しんかい6500」は日本近海に限らず国際共同研究

（MODE’94やMODE’98）として大西洋、東太平洋、

インド洋）更にハワイ周辺の潜航調査を行い、世界の

海洋研究者の研究活動に貢献し、海外からも高い評価

を受けています。これは運航チームをはじめ、支援母

船「よこすか」乗組員及び関係者の方々の高い技術レ

ベルとたゆまぬ努力によるものと深く感謝しておりま

す。

今後ますます、安全で効率の良い運航体制に努力さ

れ、世界の海洋研究者の高い期待に応えられるよう願

っています。

海洋科学技術センター

理事長平野　拓也
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「しんかい6500」建造の経緯

日本では第二次世界大戦以前に実業家の西村一松氏が、

当時としては世界最高の性能を誇る「豆潜水艇」（最大潜

航深度200m）を建造し、漁業調査などに利用していまし

たが、戦後しばらくは見るべきものはありませんでした。

しかし、海洋科学技術センターは、1981年に潜水調査

船「しんかい2000」（最大潜航深度2，000m）を建造し、

さらに1989年に「しんかい6500」（最大潜航深度

6，500mを完成させました。

自然科学調査を目的とする仏国や、自然科学と軍事を

目的とする米国が、水深6，000mまで潜ることを狙った

のに対し、日本が6，500mを目指したのは日本特有の事

情があります。それは、日本が世界有数の地震国であり、

深海調査でも巨大地震予知との関連に重点が置かれてい

ることです。

日本で発生する巨大地震の多くは、海底のプレートの沈

み込みがその原因となっています。太平洋側からユーラシ

ア大陸に向かって移動している海洋底プレートは、日本列

島の太平洋側でユーラシアプレートの下に沈み込みます。

プレート同士の衝突線である海溝の付近で、沈み込む側の

プレートが曲がります。その際に生じる断層や摩擦による

震動によって、巨大地震が発生すると考えられています。

太平洋側の海底の水深は．ほぼ6，000mですが地震を予

知する上で重要なのは、プレートが曲がり始めた直後の水

深6，200～6，300mの海底であることがわかってきま

した。そこで、これらの地点を十分に調査できるようにす

るために、最大潜航深度を6，500mに設定しました。

（海洋科学技術センター高川真一）

完成直後のチタン製耐圧殻

建造中の「しんかい6500」三菱重工業（株）神戸造船所にて

しんかい6500」着水式

潜水調査船「しんかい65 0 0 」

の着水式は、19 8 9年（平成元年）

1月19 日に、側 の三

菱重工業神戸造船所で行われ、関

係者約50 0 名が出席しました

吉川芳男科学技術庁政務次官が一

般公募で決まった 「しんかい

6500」と命名し、船名応募の代

表者に選ばれた神戸市立多井畑小

学校5年桐原敏充君の除幕テープ

カットで潜水調査船が現れ、クレ

ーンで吊り上げられ海面に降ろさ

れました。



潜水調査船「しんかい6500」

「しんかい6 5 0 0」は、全長9．5 m 、幅2 ．7 m ．高さ3 ．2 m 、

空中で約2 6 ton あります。定員は3 名です。3 名の内訳は、乗

組員が2 名、研究者が 1名です。この3 名は、耐圧殻と呼

ばれる内径2 m のチタンでできた球の中に入 ります。

この耐圧殻は、厚さ7 3．5 m m あります。

ハッチを閉めてしまえば船内は1気圧の状態

で6 ，5 0 0 m の海底まで行くことができます。

中の人間は、水圧の影響を受けませんから

潜水病等の心配は全くありません。また、

特別な訓練は必要ないので子供からお

年寄りまで、この中に入れば深海の世

界を見 に行くことができます。また、

船といっても 10 m も潜ってしまえば

揺れも感じないほどでとても快適な乗

り物です。しかし、中は少し狭く暗い

ため 「閉所恐怖症」の方にはつらい環

境です。

耐圧殻内環境の管理

人間は呼吸をすると酸素を消費し、二酸化

炭素を排出しています。したがって、消費され

た酸素を補充するように酸素ビンを搭載していま

す。純酸素を直接放出するのは好ましくないため、蒸

留水に通して放出しています。二酸化炭素は、水酸化リ

チウムという薬剤を入れた容器に送風機をつなぎ、船内の空

気がこの容器を通るときに吸着させています。

覗窓は正面、左右と3 個付けられています。正面窓は主に乗

組員のパイロット（船長及び船長補佐）、左窓を研究者が使用し

て実際に海底を目で見ています。場合によっては、場所を交換

して見ることもあります。

この耐圧殻は、建造時 1／3 のものを製作し水圧をかけて潰れ

るまで試験をする、圧壊試験というものを行いました。その時

は．13 ，0 0 0 m 相当の水圧で破壊されることが判りました。ま

た、実物は製作後、アメリカに送り 10 ，0 0 0 m の水圧をかけた

耐圧試験を行い安全を確認しています。

潜航の原理
「しんかい6500」の潜航の原理には重力と浮力の関係があ

ります。

潜水船は通常の状態で海に入れでも沈みません。それは浮く

ように造られているからです。

潜水船を浮かすための材料は浮力材（シンタクティックフォ

ーム）と呼ばれるものです。これは、100ミクロン以下の中空

のガラス球をエポキシ系樹脂で固めたもので、深海における高圧

にも変形、破壊されることなく効率よく浮力を得ることができ

ます。比重は約0．54です。この浮力材が船体の装置の間、隙間

なく組み込まれています。

次に、潜水船をどのように潜航させるか説明します。あらかじ

め潜航する乗組員及び研究者の体重、持っていく観測機器等の

重量計測を行い計算をします。その結果を見て重り（バラスト）

の量を決めます。このバラストは鉄の板を使用しています。上昇

用、下降用で少し大きさは異なりますが、1枚約25kgのものを

10枚から14枚を一組にして、4組搭載します。1組の重量は

約300kgになるので1回の潜航に約1．2ton使用します。

バラストを搭載した潜水船を海面に降ろします。吊揚索を外

すとすぐに潜水船は潜ってしまうかというとそうではありませ

ん。「しんかい6500」はバラストタンクという浮き袋を持って

いるのです。潜る段階になるとメインバラストタンク上部のベン

ト弁を「開」にすると、タンク内の空気が上部から抜け．下から

海水が入り込んで潜水船は潜航を開始します。

太陽光線は、懸濁物の少ない海域で約300mまで届きます。

したがって、下降を開始すると、太陽が沈み段々暗くなってい

く夕方のような感じとなります。

下降中、船長、船長補佐は船内機器の監視を行い、500m毎

に母船に深度の報告を行います。船長は、研究者とその日の作

業内容について再度確認を行います。

6，500mの海底までは約2時間半かかります。海底からの高

度が約100mになったところで搭載していたバラストを2組投

棄します。すると潜水船は海中で浮きも沈みもしなくなります。

海水温度、塩分濃度の多少の違いで浮き沈みがある場合は、海

水ポンプを運転し補助タンクに海水を出し入れし微調整を行い

ます。それからは、垂直スラスタを下降とし海底へゆっくりと降

りていきます。海底に到着した後は、後部にある主推進器を動

かして前進を行います。この主推進器は、左右80度ずつ動くの

で舵の役目もします。

海底での調査時の速度は約0．5ノット（秒速25cm）人が本当

にゆっくりと歩く様な速さです。なぜ、この様にゆっくり航走す

るかというと、船にはブレーキがないからです。目標とするサン

プル等を見つけても、速度が速いと停止する事ができず通り過

ぎてしまいます。また、海中での視界は10～15mです。悪い

ときは目の前のマニピュレータが見えない時があります。海底

は、平坦な所ばかりではないため、崖や谷などは垂直スラスタ

を上昇や下降とし潜水船と海底との距離を一定に保つように調

整します。

このようにして約3時間の調査を行います。「しんかい6500」

といっても毎回6，500mに潜っているわけではありません。深

度が浅い3，000～4，000mの調査では往復の時間が少なくな

るため、海底での調査の時間は長くなります。また、調査の内

容によっては、海底航走時の速度を速くしたりして長い距離航

走する場合もあります。研究者の調査内容にあわせて操船方法

も変えています。

少し前までは、潜って、観察して、サンプルを採取するとい

った潜航が多かったのですが、最近では、あらかじめ海底に置

かれた観測装置を見つけ、移動、設置を行うなど作業内容がか

なり複雑なものになってきました。

海底での調査を終えると、残りのバラスト2組を投棄すると

潜水船は上昇を開始します。浮上時間は、下降時間とほとんど

同じです。潜水船の船内は下降中と比べて、海底調査が終わっ

たという安心感で少しリラックスしています。海底では時間が

ないため食べることができなかった昼食をこの時間を利用して

済ます事があります。

海面まで浮上すると、潜水船の一部が海面に出るため、その

後メインバラストタンクに高圧空気を入れ、中の海水を排出し

浮力を保ち揚収を待ちます。

建造当時の潜水船内の様子

「しんかい6500」機器配置図 （海洋科学技術センター南部喜信作成



「しんかい6500」の機器について

潜水船の動力源は、通常鉛電池又はニッカド電池を耐圧容器

に収納するか、あるいは耐圧容器の重量を減らすために油漬に

して、海水と均圧させて容器を搭載しています。

「しんかい6500」も動力源は電池で、自動車のバッテリー

によく使用されている鉛電池の約3倍のエネルギー密度を持つ

銀－亜鉛電池を油漬均圧容器に入れ搭載しています。この動力を

使用して水中投光器を点灯させたり、主推進、垂直、水平スラ

スタの電動モーターを動かしたり、マニピュレータなどを動かす

のに必要な油圧を作り出す油圧ポンプを運転したりしています。

潜航中の潜水船と母船との通信は海中では電波が使用できな

いため水中通話機を使用しています。水中通話機とは、トラン

シーバーと原理は同じですが、音波を使用しています。海中での

音速は1，500m／sであるため、6，500mの潜航では母船又は

潜水船で話した言葉が相手に届くのに約4秒かかります。

目標や障害物の探知、海底からの高さや海面までの深さの検

出には前方障害物探知ソーナーや高度／上方監視ソーナーを使用

します。

海底での調査の様子を撮影するために、2台のビデオカメラが

取り付けてあります。1台は固定式、もう1台は油圧装置によ

り上下左右に動かせるようになっています。また、400枚撮影

可能なスチルカメラ及びストロボも備えています。

水中投光器は250Wのものを7灯装備しています。このライ

トはメタルハライドライトといい、ワット数が少なくても明るい

ものです。

潜水船の方位を知るために小型のジャイロコンパス、船体の

傾斜を知るために傾斜計が船内に搭載されています。

海底での潮の流れの方向強さを知るために流向流速計、塩分

濃度、水温、音速などを計測するCTDVセンサーも取り付けら

れています。

潜航時のデータを管理するために総合情報表示装置というも

のがあり、潜航終了後フロッピーにデータを入れ潜航時の情報

を残しています。研究者にはその中から必要な情報を選んでも

らい渡しています。

潜航海域にトランスポンダ（音響信号送受信器）を3本設置

すると母船のみでなく、潜水船の船内でも自分自身の位置を知

ることができる、音響測位装置があります。

（海洋科学技術センター赤澤克文）

しんかい6500」の行動計画

「しんかい6 5 0 0 」は通常4 月過ぎから1 1、 12 月初め頃ま

で調査潜航行動を行います．この間に、一ヶ月から一ヶ月半の

日程で 15 回の潜航を予定し調査行動に出かけます。帰港後は、

電池整備など次の準備を行います。このようにして、年4 回の

調査潜航行動を行います。したがって、調査潜航は年 6 0 回予定

されます。

調査潜航行動を終えると、12 、1、2 月の3 ヶ月は 「しんかい

650 0」の検査工事の時期となります。各機器の取外しを行

い、メーカーへ発送、検査、修理等を行います。4年に1度は、

定期検査工事となりかなり細かな部分まで検査等を行います

の検査工事を終えると、3月は試験訓練潜航行動を行います。こ

れは、検査工事の確認を実際海域で行うものです。また、訓練

潜航はしんかい6 50 0 チーム乗組員の技術の向上、新人の養成

を目的として行われます。

整備場での「しんかい6500」（上）と電池（右

「しんかい6500」の揚収風景

引か t■　．

「しんかい6500」の一日

08 ・0 0 潜航準備チェック開始

（約 1時間）

09 ：10 スイマースタンバイ

09 ：20 乗組員、研究者 「しんかい6 50 0 」に乗船

着水前チェック

潜水船格納庫から引き出し準備、引き出し

ハッチ閉

潜水船吊揚げ、振り出し、着水

着水後最終チェック

吊揚索、東索取外し

10・0 0 ベント弁開、潜航開始

17 ：00 浮上

索取付、潜水船引き込み

吊揚索取

潜水船吊揚げ．振り込み．台車に降ろす

ハッチ開

潜水船格納車に引き込み

揚収後チェック

次潜航の準備

夜 間 電池充電



「しんかい5500」の潜航記録1

日本海溝
海 側 斜 面 の 亀 裂

「しんかい6 50 0」で見る深海底は、多くの謎でいっぱい

でした。19 9 1年には、宮古沖日本海溝の海側斜面から、

海溝にほぼ平行ないくつもの亀裂が発見されました。しか
も、その亀裂の一つにマネキンの首が落ちていました。そ

の翌年、その首は1cm ほど埋まっていました。さらに

19 9 7 年にはそれが完全に埋もれていることが、「かいこ

う」によって確認されました。この亀裂は地震による地割

れと考えられていますが、驚くほど速く 積されているこ

とがわかります。こうした環境には多くの深海微生物が生

大気圧下では生育できない新種の絶対好圧性細菌が

発見されています

（筑波大学小川勇二郎／海洋科学技術センター加藤千明）

オ ギ ナ タ シ ロ ウ リ ガ イ の 定 向 配 列

日本海溝北部の陸側斜面の6，4 00 m の深度に、大規模な逆断層によ

る三陸海底崖と呼ばれる急斜面があります。そのふもとにナギナタシ

ロウリガイの群集がみごとに定向配列をして並んでいます。いくつも

あるその群集は海底崖の方向の南北のゾーンに雁行（エシェロン）状に

配列しています。これは、このゾーンに沿って太平洋プレートからの

右ずれ成分が働いて、それによる割れ目から冷水がしみだして、冷水
中の成分を栄養とする泥中の微生物がメタンや硫化水素等を生産し．

これらの貝類を養っているからだと考えられています。

（筑波大学小川勇二郎／海洋科学技術センター加藤千明

亀裂の中にたまったゴミ

絶対好圧性細菌



「しんかい6500」の潜航記録2

伊豆・小笠原海溝
鯨骨生物群集と蛇紋岩
伊豆・小笠原海溝に沿って40～50Km陸側の斜面に1，000～

2，000mの比高を持ち頂上は水深4，000mもある海山が転々と並ん

でいます。これらは前弧海山列といい蛇紋岩というマントルに由来す

る岩石からできています。謎は、どうしてこんな所にマントル起源の

岩石があるのか？その一つ鳥島海山の調査中に、鯨の骨に群がる生物

群集に遭遇しました。ニタリクジラ、死亡年月日未だ知れず。鯨骨は、

あまたの命、支えたり。
（静岡大学理学部和田秀樹）

小笠原海台（白亜紀のサンゴ礁）
第145潜航はマリアナ海溝に接した小笠原海台の南西端で行われま

した。写真（15ページ）は水深約5，740m付近から約5，300mにか

けて発達する急斜面に露出する石灰岩です。石灰岩は石灰藻類が多数

含まれるものと，二枚貝と巻き貝を多量に含むものが認められ，前期

白亜紀の珊瑚礁のラグーン堆積物と考えられます。現在の水深は約

6．000mに達することから、この石灰岩は形成された当時の水深ほ

ぼ0mからおよそ6，000m沈降したことになります。

（東京大学海洋研究所徳山英一）



「しんかい6500」の潜航記録3

南西諸島海溝
地 塁 ・地 溝 マ ン ガ ン ク ラ ス ト

沖縄島南東の南西諸島（琉球）海溝の海側 南東側 斜面は、海溝の軸とほぼ直

交する地塁と地溝で構成されています。地塁と地溝は、海底の形成された時

の起伏が、現在も残されているものです。この地形を残すことに貢献したの

が、地塁・地溝の斜面に長い時間かけて厚く付着したマンガンクラストです。

しかしプレー卜運動によって、地殻変動の激しい海溝に近づいた今、斜面の

マンガンクラストに割れ目が生じ、一部は基盤の岩石ともども崩落し始めて
います。写真では、ほぼ中央のマンガンクラストに亀裂が確認できます。

（海上保安庁水路部加藤幸弘）

斜面の崩壊

八重山諸島南方沖の水深5，500m前後の急崖で、海底の斜面が崩落を起こし

ている現場をとらえることができました。この場所は南西諸島海溝の陸側斜

面にあたり、フィリピン海プレートとユーラシアプレートとが衝突し合うとこ

ろです。この衝突する力によって、不安定な急斜面に沿って土砂が崩落して

表面が削り取られ、地層面が露出していたり、切り立った崖になっていたり

しており、また、舞い上がった土砂が懸濁物となっていて海底付近の海水が

濁っています。 （海洋科学技術センター松本剛）



「しんかい5500」の潜航記録4

マリアナトラフ
熱水チムニー「アリスの泉」
中部マリアナトラフ「アリスの泉」（18°13’N，144°

42’E：水深3，602m）において観測された、透明な熱

水と黒い徳利のように見える熱水チムニーです。下の写真

の左側は、噴出する高温の熱水（最高温度は280℃）の

ために激しくゆらいでいます。マニピュレーターに固定し

た温度計付きポンプ採水装置を用いて、チムニーの手前に

ある熱水噴出孔から熱水のサンプリング中です。チムニー

の周囲には、イソギンチャク、巻き貝、カニ、コシオリエ

ビなど、多彩な生物群が見えます。

（東京大学海洋研究所蒲生俊敬）

熱水噴出孔にかぶせ、流量の計測や微生物を採集する

新鮮な玄武岩に付着するヤギ類

炭酸チムニーにとりつく巨大イソギンチャク

炭酸塩のベビーチムニー

蛇紋岩フローの生物群集



「しんかい6500」の潜航記録

南部マリアナトラフ
深海底に延びる割れ目
南部マリアナトラフの内部にある、小さな海山の麓に広がる縄状溶岩

（海洋地殻と同じ性質の背弧海盆玄武岩）が露出した海底で観察された

複数ある断裂帯のひとつです。割れ目が鋭く、露頭を覆っている深海

底堆積物が薄いことなどから、海底が活動的な引っ張り応力の場にあ

ることが明らかです。この海域では「しんかい6500」が島弧海山に

熱水活動も発見しており、島弧地殻と近接して海洋地殻形成が現在進

行中である証拠を示しています。

（大阪市立大学理学部益田晴恵）

海底から噴出する熱水に集まるアルビンガイ

新雪を思わせるようなバクテリアマットに覆われた斜面

海底に投入された地震
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大西洋中央海嶺
Rainbow Site

下の写真は大西洋中央海嶺レインボー熱水域（36°13’N、

33°54’W）のブラックスモーカー（水深2，300m、温度

360℃）です。黒煙の黒さが他の海底熱水系に比べて非常に

濃いのは熱水が多量の鉄を溶かし込んでいるためです。熱水

を吹き上げているチムニーの周りには、高さ10m以上もあ

る、活動を停止した電柱状のチム二ーが林立しています。

この熱水系の熱水はマグマの熱でなく、海底に露出している

マントルを構成する岩石の変質に伴う熱によって加熱されて

います。

（岡山大学個体地球研究センター千葉仁）

熱流量計測装置

国際深海掘削計画用マーカー

海底長期観測システム

熱流量計測中



しんかい6500」の潜航記録

大西洋中央海嶺
TAG熱水マウンドとケーン断裂帯
北緯26度の大西洋中央海嶺の中軸谷には底径200m、高さ50mの東京ドームに匹敵する巨大なTAG熱水マウ

ンドがあります。2段の円錐台形の塊状硫化物のマウンドがケーキの台座の様にそびえています。その上には高さ

20m近くもある巨大な「ラピュタ」と呼ばれるブラックスモーカ）がそびえ、350℃の熱水が蒸気機関車のよ

うに勢い良く黒煙を噴き出し、その周辺にはリミカリスとコロカリスと呼ばれる目のないエビが群がっています。

（海洋科学技術センター藤岡換太郎）

枕状溶岩

ブラックスモーカーに群がる
ツノナシオハラエビ

地下深部の岩石と断層運動による変形
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東太平洋海膨
海底長期観測
1994年に「しんかい6500」でこのサイトに潜航したとき

には、低温の熱水が広汎に湧出していましたが、3年後に戻

ってみると、熱水及び生物活動はほとんど死に絶えていまし

た。熱水活動の寿命が数年であることが証明された貴重な例

です（写真右）。リッジフラックス計画では、その時間変化を

とらえるため、海底長期観測ステーション（後方のフレーム）

と熱水の流速を測る装置（手前）を組み合わせて観測を行ない

ました。

チリ沖4，000kmの東太平洋海膨では、数年～10年毎に噴

火活動が起こっています。1990年代初頭に溶岩流出があっ

たこの場所では、海底下1km未満にマグマ溜まりがあり、そ

のマグマから放出されたガス成分が、低温熱水に溶けて湧き

出ています。

その中を無数の魚や小型甲殻類が群れ泳いでいました。リッ

ジフラックス計画により、ここで多数の装置を用いて、世界

初の1年間の海底長期観測が行なわれました。写真下はその

一つで、熱水の流速を測る装置です。

（地質調査所浦辺徹郎）
海底 から の ゆら ぎ の 中 に
大 き な ガラ パ ゴ ス 八オリ
ム シ と小 さ な 八 オ リム シ
が 見 られる 。
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東太平洋海膨
列になって並ぶ様々な熱水チムニー
南緯18度の東太平洋海膨の頂上には幅200～800mの溝状のリフトなどの凹

地があり、その中には正断層によって落ちた数段のテラスが存在します。リフト

の中にはマグマによって満たされた溶岩湖（ラバレーク）やその天井が陥没してで

きた柱（ピラー）などが見られます。チムニーは主に海嶺の延びの方向に並んで存

在しますが直行する方向にも並びます。チムニーはまさにハイウエイの並木道の

ようでパゴダ、白樺など様々な名前が付けられました。

（海洋科学技術センター藤岡換太郎）

三脚魚も見られた

熱水の採水作業

熱流量計測装置

ユノハナガニが見られる

技状溶岩の断面
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北フィジー海盆
さまざまな溶岩
「しんかい6500」が最初に日本周辺以外で潜航したのは、日仏共同STARMER計画が実施された北フィジー海盆

です。ここには溶岩湖が存在した証拠が残っています。溶岩湖の表面は海水と接して固化し、厚さ数cmの天井が

できています。まだ溶けていた中味のマグマが流れ去った後、天井が崩壊するが、高さ約2mの溶岩柱に支えられ

その一部が竹とんぼのように残ったのが下の写真です。注意深く見ると、溶岩柱の足下に細かく割れた天井の破片

が散乱しているのがわかります。

フランスの潜水船「ノチール」が1989年に発見したシンカイヒバリガイの巨大群集を、2年後に「しんかい6500」

で探したところ、跡形もなく消えていて、写真にあるように小さな群集のみが非常に新鮮な溶岩の上に見られまし

た。2年の間に溶岩噴出があって、埋まってしまったらしいのですが、当時の知識ではそれがわかりませんでした。

（地質調査所浦辺徹郎）

シンカイヒバリガイの小さな群集
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パラオ海溝
白亜の壁
パラオ海溝の水深6，500mの地点には、真っ白な石灰岩の壁があります（写真下）。4，500m

を超える深海では、石灰分は溶解してしまうので、6，500mの深さに石灰岩があるのは不思議で

す。どうして、こんなところに石灰岩があるのだろうか？　最近の研究では、石灰岩はパラオ群島

の浅海に堆積したもので、何かのきっかけで崩れ、深海まで運搬されてきたらしい。もしかしたら、

崩れるきっかけは大規模な地震で、その時に1998年にニューギニア島北岸を襲ったような大き

な津波を引き起こしている可能性もあります。
（静岡大学理学部北里洋）

「しんかい6500」の潜航記録12

ヤップ海溝
陸側斜面の蛇紋岩
着底点は水深6，392mで泥です。斜面が急になってきた途端に露頭が出現しまし

た。表面がマンガンに覆われた蛇紋岩で、マリアナで見られたような蛇紋岩のフ

ローと極めてよく似た岩石です。水深6，278m、6，270mに同様の露頭が見ら

れ、いずれも蛇紋岩ないしカンラン岩です。蛇紋岩の一部は土石流として運ばれ

た可能性もありますが、ほとんど露頭でその場にあったものです。

（海上保安庁水路部西澤あずさ）
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マヌス海盆
バックマヌスと
デスモス
パプアニューギニアのマヌス海盆の深海底に

は、熱水噴出現象と熱水噴出孔生物群集の存

在が知られています。下（ブラックスモーカ

ー）の写真はバックマヌスサイトの水深

1，700m地点で、右（ホワイトスモーカー）の

写真はデスモスサイトの1，900m地点で撮影

されたものです。両地点はわずか20数kmし

か離れていません。それなのに、これだけ雰囲

気が違います。

噴出する熱水の化学的性質はマグマ物質によ

って異なり、そこに生息する生物群集は熱水

の化学的性質によって異なるのです。

（海洋科学技術センター橋本惇）

「しんかい6500」の潜航記録14

インド洋
人類初の潜航
人類がインド洋の海底に初めて到達したのは1998年の秋です。MODE’98で「しんかい6500」が

南西インド洋海嶺と呼ばれる海底の拡大軸を調査したのが最初です。

ここは、北極海を別とすれば地球上で最も低速で拡大しており、少ないマグマの供桧が一部に集中し、

断層運動が盛んで、熱水活動の報告もある注目すべき海嶺です。

マグマ活動が集中している海山の頂上付近で、かっての熱水活動を示すチムニーが採集されました。

（東京大学海洋研究所藤本博巳）



MODE'94
Mid Ocean-ridge Diving Expedition 94

1 9 9 4 年 （平 成 6 年 ） 6 月 2 5 日 ～ 7 月 2 4 日 の 間 に 第 1 回 大 西 洋 中 央 海 嶺 調 査 潜

航 を ケ ー ン 断 裂 帯 で 1 5 回 行 い 、 ウッ ズ ホ ー ル 海 洋 研 究 所 に寄 港 し一 般 公 開 や 研 究

者 の 交 流 を 行 い ま し た 。 そ の 後 、 7 月 2 9 日 ～ 8 月 2 7 日 の 間 に第 2 回 大 西 洋 中 央 海

嶺 調 査 潜 航 を T A G 熱 水 マ ウ ン ドで 1 5 回 行 い 、 合 計 3 0 回 の 調 査 潜 航 を 行 い ま した 。

そ の 後 パ ナ マ 運 河 を 経 由 して 、 9 月 1 4 日 ～ 1 0 月 1 9 日 の 間 に 南 緯 1 8 度 付 近 の 第 1 回 東 太 平

洋 海 膨 調 査 潜 航 を 1 5 回 行 い 、 セ ン タ ー の 船 舶 と し て は 初 め て 南 米 の チ リ 、 バ ル パ ラ イ ソ 港 に 寄 港 し ま し た 。 1 0

月 2 5 日 ～ 1 1 月 2 9 日 の 間 に 第 2 回 東 太 平 洋 海 膨 の 調 査 を 同 じ海 域 で 1 5 回 行 い 、 合 計 3 0 回 調 査 潜 航 を 行 い ま

し た 。 9 4 年 は 予 定 さ れ た 調 査 潜 航 6 0 回 す べ て 行 わ れ ま し た 。

●第2回大西洋中央海嶺調査の「よこすか」乗船者

●第1回東太平洋海膨調査の研究者

●今では見ることができなくなった「よこすか」格納庫内

での「しんかい6500」の横移動の様子

●ウッズホール海洋研究所接岸風景（船上より）

●第1回大西洋中央海嶺調査の研究者

●WHOI岸壁着岸中の「よこすか」

●第2回東太平洋海膨調査の研究者



MODE'98
Mid Ocean-ridge Diving Expedition 98

1 9 9 8 年 （平 或 1 0 年 ） 6 月 1 7 日 ～

7 月 1 7 日 の 間 に 第 1 回 大 西 洋 中 央 海

嶺 1 5 °2 0 ’断 裂 帯 の 調 査 潜 航 を 1 4 回 行

い 、 ポ ル トガ ル の リ ス ボ ン 港 に 寄 港 しま した 。

リ ス ボ ン で は E X P O ’9 8 が 開 催 さ れ て お り 、 会 場 の 岸 壁 に

て 7 月 1 9 、 2 0 日 の 2 日 間 ヨ ー ロ ッパ で は 初 め て の 一 般 公 開 が 行 わ れ 延 べ 9 ，0 0 0

人 が 見 学 に 来 ま した 。 そ の 後 、7 月 2 3 日 ～ 8 月 2 3 日 の 間 に 第 2 回 大 西 洋 中 央 海 嶺

T A G ．D a n t e ’s  D o m e ．R a in b o w の 調 査 潜 航 を 1 5 回 行 い ま した 。

大 西 洋 で の 調 査 潜 航 を 終 え た 「よ こ す か 」 は 初 め て 地 中 海 、 ス エ ズ 運 河 を 抜 け イ ン

ド洋 に 向 か い 途 中 モ ー リ シ ャ ス の ポ ー トル イ ス 港 に 寄 港 しま し た 。

9 月 2 0 日～ 1 1 月 1 8 日 の 間 、 有 人 潜 水 船 と して は世 界 で 初 め て イ ン ド洋 の 調 査 潜

航 を 行 い ま した 。 イ ン ド洋 で は 2 回 の 調 査 行 動 が 行 わ れ 、南 西 イ ン ド洋 海 嶺 や 中 央

イ ン ド洋 海 嶺 で 合 計 2 5 回 の 調 査 潜 航 が行 わ れ ま した 。

●EXPO’98での一般公開風景

●EXPO’98会場岸壁着岸中の「よこすか」

●インド洋に潜航する「しんかい6500」

●EXPO’98日本館

●日本館で展示された「しんかい6500」模型

●「しんかい6500」の船内を見学される曾野

綾子日本財団会長

●船上レセプション風景

●穏やかなインド洋

●第1回大西洋中央海嶺調査の「よこすか」の乗船者

●6500運航チーム吉梅剛によって

岸壁に描かれた「しんかい6500」

のシンボルマーク。

●インド洋の夕陽

●モーリシャス・ポートルイスのウォータ

フロント地区。この対岸に「よこすか」
が着岸した。

●プエルト・リコのオールドサンファンに

着岸中の「よこすか」

●ポルトガル・リスボンの「発見のモニュ

メント」



●モーリシャスの風景

●インド洋調査の「よこすか」乗船者

MODE’98「よこすか」世界一周航跡
（深海研究部富士原敏也）

「しんかい6500」潜航地点と海域

掲載ページ

① 日本海溝 12～13

② 伊豆．小笠原海溝 14～15

③ 南西諸島海溝 16～17

④ マリアナトラフ 18～19

⑤ 南部マリアナトラフ 20～2 1

⑥ 大西洋中央海嶺 22～23

⑦ 大西洋中央海嶺 24～25

⑧ 東太平洋海膨 26～27

⑨ 東太平洋海膨 28 ～2 9

⑩ 北フィジー海盆 30～3 1

⑪ パラオ海溝 32

⑫ ヤップ海溝 33

⑬ マヌス海盆 34

⑭ インド洋 35



編集後記

潜水調査船「しんかい6500」は、1990年（平成2年）6月5日相模湾での第1回の潜

航以来、着実に実績を残し通算500回潜航を達成しました。この間、運航に関わっ

た方々には、本当に御苦労があったと思います。

「しんかい6500」が今までに残した記録は数え切れない程あります。そしてこれか

らも数えきれない程たくさんの記録を残していくでしょう。そこで500回を一つの

節目として、一般の方々の深海底に関する関心を高めるため、また研究者のこれか

らの調査にも役立つようにと願ってまとめてみました。

本冊子の制作に当たっては、「しんかい6500」の建造、整備の様子など通常目にす

ることができない風景の記録をはじめ「しんかい6500」がこれまでに調査した世界の

数多くの深海底の様子を見ていただけるように配慮しました。

各潜航海域においては、その海域を最もよく知る方々に写真を選んでいただいて、

その海域や写真に関するコメントを頂いております。もちろんここに掲載された写

真以外にも優れた写真が豊富にありますがそれらについてはいずれ別の機会に公開

したいと考えています。

本冊子の刊行にあたり、御協力頂いた各研究者及び関係者の方々に対し深くお礼

を申し上げます。

＜制作 チーム ＞

赤澤　 克文　 （研 究業務 部海務 課）

山田　 稔　 （総務 部普及 ・広報課 ）

藤 岡　 換太郎 （深海環境 フロ ンテ ィア）

＜写真 提供 ・協力 ＞

表紙撮 影 ：田代　 省 三

イラス ト：栂 岡　 一孝

三菱 重工業 （株）神戸造 船所／ 川崎重工 業 （株）神戸造 船所

各潜航研究者 ／ 「しんかい6500 」運航チー ム／普 及 ・広報課

潜水調査船「しんかい6500」

500回潜航記念
1 9 9 9 年10 月発行

発　　 行 海洋科学技術センター

本　　　 部 〒237－006 1神奈川県横須賀市夏島町2 番地15

電　 話 04 6 8－6 7－3 4 9 6 （海務課）

むつ事務所 〒035－0022 高森県むつ市大字関根字北関根69 0番地

電　 話 0 17 5－2 5－3 8 1 1

東京連絡所 〒105－679 1東京都港区芝浦 1丁目2番 1号シーバンスN 館7 階

電　 話 03－5 7 6 5－7 10 1 （代表）

編　　 集 海洋科学技術センター

制　　 作 アイワ印刷株式会社
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